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原則のうち、特に重要と思われる ｢希望する職場に｣ ｢希望したときに｣ 就けるように支
援を行うことで、なぜ効果が上がるのかについてもさらに考察を深めることが、今後この
プログラムが日本で普及していくためにも必要となると考える。また、IPS の原則につ
いて詳細に検討し、日本では IPS の原則に則しつつ、柔軟に修正して行うべきところが
あるとの指摘に至ったことには大きな意義があるとしても、今回の分析が９名のインタ
ビューに基づいていたことを考えると、日本で修正ないし付加的に行わねばならない支援
は片山院生の観察に尽きるものではない可能性が捨てきれない。
しかし、以上の指摘は、これまで報告してきた本研究の価値を低めるものではなく、片
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山院生の今後の研究に期待したいと考える。
【審査結果】
以上、片山優美子氏による学位請求論文の研究目的、方法、結果、考察について審査し
た。その結果、若干今後に残る課題はあるものの、片山氏の論文は、研究テーマに今日的
意義や臨床的価値を有し、これからの日本の精神障害者に対する就労支援のあり方を左右
する可能性を秘めた重要な成果が得られていると判断する。その結論を導くに至る論文の
論理的構成、おのおのの章で行われた調査・研究の実施方法、得られた成果と考察のいず
れも、博士の学位請求論文として認められる水準に達しており、福祉社会デザイン研究科
（ヒューマンデザイン専攻）の博士学位審査基準に照らし妥当な内容であることが認めら
れる。
以上、所定の試験結果と論文評価に基づき、学位審査委員会は全員一致をもって片山優
美子氏による学位請求論文は、本学博士（社会福祉学）（甲）の学位を授与するにふさわ
しいものと判断する。
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